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D e t a i l s

CD5のリア部。デジタル入力はUSB2.0（PCM32bit/32～384kHz、DSD64/2.8224～DSD128/
5.6448MHz）、同軸（24bit/32～192kHz）、TOS（24bit/32～192kHz）の3系統。デジタル出力
は同軸とTOSが各1系統。アナログ出力はRCAとXLR（2番ホット）が各1系統ずつ装備されている

本機のベルトドライブCDメカ。初の試みとして、必要に応じて
レコードプレーヤーのように自分でベルトの交換ができるよう
なった

真鍮製のCDスタビライザーは直径70㎜、
質量330g

●
本
機
の
概
要
に
触
れ
る

唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
る

ベ
ル
ト
ド
ラ
イ
ブ
の
魅
力

私
は
、
ハ
イ
レ
ゾ
を
推
進
す
る
一
方

で
、
Ｃ
Ｄ
再
生
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
簡
単
。
ハ
イ
レ
ゾ
ア
ル
バ

ム
は
、
ま
だ
Ｃ
Ｄ
の
名
演
奏
、
名
録
音

を
カ
バ
ー
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
か
ら

だ
。
私
は
普
段
、
Ｃ
Ｄ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
を
使
う
と
い
う
こ
と
に
、
こ
だ
わ
っ

て
い
る
。
ア
ナ
ロ
グ
再
生
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
だ
か
ら
だ
。
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー

も
「
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
」
の
イ
メ
ー
ジ

が
、
プ
ン
プ
ン
す
る
モ
デ
ル
が
好
き
だ
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
登
場
し

た
Ｃ
Ｅ
Ｃ
の
最
新
プ
レ
ー
ヤ
ー
「
Ｃ
Ｄ

５
」
に
興
味
津
々
で
あ
っ
た
。
世
界
的

に
見
て
も
同
社
の
ア
ナ
ロ
グ
・
タ
ー
ン

テ
ー
ブ
ル
の
よ
う
な
ベ
ル
ト
ド
ラ
イ
ブ

Ｃ
Ｄ
メ
カ
は
唯
一
無
二
の
存
在
だ
。
ま

ず
、
そ
の
原
理
を
説
明
し
よ
う
。
読
み

取
り
精
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
安

定
し
た
回
転
を
得
る
に
は
、
モ
ー
タ
ー

か
ら
発
生
す
る
振
動
と
電
磁
ノ
イ
ズ
が

大
敵
と
な
る
。
伝
送
ジ
ッ
タ
ー
の
原
因

と
も
な
る
。
ベ
ル
ト
ド
ラ
イ
ブ
方
式
は
、

重
量
級
の
Ｃ
Ｄ
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
と
使

う
こ
と
に
よ
り
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
の

質
量
を
上
げ
、
高
い
慣
性
力（
簡
単
に
言

え
ば
、
動
き
に
く
く
、
止
ま
り
に
く
い

こ
と
）に
よ
り
、
滑
ら
か
で
安
定
し
た
回

転
が
得
ら
れ
る
。
そ
の
慣
性
力
の
効
果

に
よ
り
、
モ
ー
タ
ー
は
小
型
化
で
き
、

Ｃ
Ｄ
の
回
転
軸
か
ら
離
れ
た
位
置
か
ら

ベ
ル
ト
で
干
渉
を
避
け
て
駆
動
で
き
る
。

ベ
ル
ト
は
微
細
な
振
動
の
吸
収
も
す
る
。

一
般
的
な
モ
ー
タ
ー
の
軸
の
延
長
が
Ｃ

Ｄ
回
転
軸
と
な
る
、
ダ
イ
レ
ク
ト
・
ド

ラ
イ
ブ
の
Ｃ
Ｄ
メ
カ
で
問
題
と
な
る
点

を
改
善
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。
そ

の
頂
点
を
極
め
る
Ｃ
Ｄ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
は
、
同
社
の
「
Ｔ
Ｌ
０
３
・
０
」
だ
。

本
機
「
Ｃ
Ｄ
５
」
で
は
、
直
径
７
㎝
、

重
さ
３
３
０
ｇ
の
ず
っ
し
り
と
し
た
Ｃ

Ｄ
ス
タ
ピ
ラ
ー
ザ
ー
を
使
用
し
、
ユ
ー

ザ
ー
が
、
い
つ
で
も
ベ
ル
ト
の
状
態
が

確
認
で
き
、
交
換
も
可
能
に
し
た
こ
と

が
特
徴
だ
。

５
・
６
Ｍ
の
Ｄ
Ｓ
Ｄ
入
力
に
も
対
応

デ
ジ
タ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
も
選
択
で
き
る

ま
た
、
３
８
４
ｋ
㎐
／
３２
ｂ
ｉ
ｔ
Ｐ

Ｃ
Ｍ
と
２
・
８
／
５
・
６
Ｍ
㎐
Ｄ
Ｓ
Ｄ

対
応
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
入
力
を
装
備
し
、
Ｃ
Ｄ

と
ハ
イ
レ
ゾ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
両
方
が

再
生
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
に
な

っ
て
い
る
。
内
部
に
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
社
の

３２
ｂ
ｉ
ｔ
型
Ｄ
Ａ
Ｃ
、
Ｅ
Ｓ
９
０
１
８

Ｋ
２
Ｍ
が
使
用
さ
れ
、
周
波
数
特
性
に

優
れ
た
「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
」
ま
た
は
、
高
域

で
自
然
な
減
衰
特
性
が
得
ら
れ
る
「
Ｐ

Ｕ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
」
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
フ
ィ
ル

タ
ー
モ
ー
ド
で
再
生
で
き
る
。
ま
た
高

品
位
な
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
ア
ン
プ
も
搭
載

す
る
。

●
本
機
の
音
に
触
れ
る

ア
ナ
ロ
グ
的
な
厚
味
の
あ
る
音
質

実
在
感
に
溢
れ
た
演
奏
が
聴
け
る

本
機
で
Ｃ
Ｄ
を
再
生
す
る
時
、
ワ
ク

ワ
ク
す
る
。
透
明
の
ス
ラ
イ
ド
カ
バ
ー

を
引
き
、
Ｃ
Ｄ
を
セ
ッ
ト
し
、
ス
タ
ビ

ラ
イ
ザ
ー
を
載
せ
て
再
生
す
る
こ
と
に
、

一
枚
の
Ｃ
Ｄ
を
じ
っ
く
り
と
聴
く
と
い

う
充
実
感
を
憶
え
る
か
ら
だ
。
そ
の
音

は
、
実
に
開
放
的
で
Ｃ
Ｄ
に
内
包
す
る

倍
音
を
引
き
立
て
て
い
る
こ
と
が
特
徴

だ
。聴

き
慣
れ
た
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ウ
ス

ト
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
を
再
生

す
る
と
、
ホ
ー
ル
ト
ー
ン
を
鮮
明
に
し
、

実
在
感
に
溢
れ
た
解
像
度
の
高
い
演
奏

が
聴
け
る
。
フ
ィ
ル
タ
ー
を
「
Ｐ
Ｕ
Ｌ

Ｓ
Ｅ
」
に
切
り
換
え
る
と
、
音
が
中
低

域
に
、
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
し
て
、
ア
ナ

ロ
グ
的
な
厚
み
が
増
す
。
Ｃ
Ｄ
再
生
で
、

ピ
ア
ニ
シ
モ
に
深
み
、
美
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
と
こ
ろ
も
、
本
機
の
凄
い
と
こ

ろ
。
こ
れ
は
ベ
ル
ト
ド
ラ
イ
ブ
の
効
果

だ
と
思
う
。
停
止
し
て
も
慣
性
力
が
大

き
い
か
ら
、
し
ば
ら
く
回
転
し
て
い
る
。

ま
さ
に
ア
ナ
ロ
グ
・
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル

の
よ
う
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
音
数
が
多
い

Ｕ
Ｓ
Ｂ
の
ハ
イ
レ
ゾ
再
生
も
魅
力

Ｕ
Ｓ
Ｂ
の
ハ
イ
レ
ゾ
再
生
は
、
音
数

が
多
く
、
１
９
２
ｋ
㎐
／
２４
ｂ
ｉ
ｔ
の

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
の
ア
ル
バ
ム
で
は
、

ブ
ラ
ス
や
シ
ン
バ
ル
で
、
鮮
度
の
高
い

倍
音
が
得
ら
れ
、
極
太
の
ド
ラ
ム
ス
、

ベ
ー
ス
が
聴
け
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｄ
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
の
ハ
イ
レ
ゾ
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
、
ア
ナ
ロ
グ
に
迫

る
音
色
で
聴
か
せ
て
く
れ
る
本
機
に
感

心
す
る
し
、
私
は
バ
ラ
ン
ス
出
力
の
音

が
好
き
だ
。
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ア

ナ
ロ
グ
・
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
の
よ
う
に
、

強
固
で
、
安
定
し
た
ラ
ッ
ク
に
水
平
を

保
っ
て
使
い
た
い
。
長
く
愛
用
で
き
る

モ
デ
ル
だ
。


